
 

 

 

    

 

 
 

2022年 2月 7日 

 

内航コンテナ船に続き、 

実際の商業航海ルートでの大型カーフェリーを用いた無人運航実証

実験にも成功！ 

～世界最長距離・最長時間の無人運航～ 
 

株式会社商船三井（社長：橋本剛、本社：東京都港区、以下「当社」）、商船三井グルー

プ二社および以下コンソーシアム企業（以下「当コンソーシアム」）は、公益財団法人 

日本財団が推進する無人運航船プロジェクト「MEGURI2040」（以下「MEGURI2040」、註 1)の

一環として、2月 6日から 7日にかけて北海道苫小牧港から茨城県大洗港に向けて、商業

運航内航大型カーフェリーによる無人運航実証実験に成功しました。 

 

 
今回の無人運航実証実験に使用した内航大型カーフェリー「さんふらわあ しれとこ」 

 

今回の実証実験は、内航大型カーフェリー「さんふらわあ しれとこ」の実際の商業航海

ルートで実験を行い、世界で実施された無人運航の中で最長距離となる約 750km、かつ昼

夜を跨いで最長時間となる約 18時間を航行しました。開発要素である「自動離着桟技

術」、「自動避航システム」および「物標視認画像処理・測距技術」が、このような長時間

の航海においても、正常に機能することを確認したことも、今回の試験における意義とな

ります。 

 

当コンソーシアムは、2022年 1月 24-25日に実施した内航コンテナ船での実証実験

（註 2）に続き、内航カーフェリーでも実証実験に成功したことで、当コンソーシアム

の特徴である「異なる船型を持つ 2隻の船に対応した汎用性のある技術開発」に成功し

たことが実証されました。 

 



 

 

 

加えて、既存船に必要な機器を追加搭載し無人運航に対応したことで、新造船に限ら

ず、既存船においても無人運航の機能を搭載することが可能であることも示しました。 

2020年に MEGURI2040が開始されて以降、当コンソーシアムでは無人運航船の実現に向

け、各種要素実験に取り組んできました。内航コンテナ船と同様に、内航カーフェリー

においても、MOLマリン&エンジニアリング株式会社が所有するシミュレーターを使用

した自動避航等の検証や実船での要素実験を経て、今回の実験に臨みました。 

 

当社は、MEGURI2040における無人運航船実現に向けた活動を通して得た知見を活か

し、引き続き安全運航強化と船員の労務負担軽減を目指します。 

 

(コンソーシアムメンバーおよび主要役割) 

会社名 主要役割 

当社 全体コーディネーション、リスク評価                                                                                                                

三井 E&S造船株式会社 

（社長：船津勇、本社：東京都中央区） 

「判断」「操作」機能の開発                             

(避航操船、港内操船、離着桟操船の自動化) 

古野電気株式会社 

（社長：古野幸男、本社：兵庫県西宮市） 

「認知」機能の開発                                     

(認知センサー統合、離着桟支援センサー) 

井本船舶株式会社 

（社長：井本隆之、本社：兵庫県神戸市） 

実証船・船員提供、運航計画作成 

株式会社 A.L.I. Technologies 

（社長：片野大輔、本社：東京都港区） 

 係船支援技術の開発                  

(ドローンを用いた           

ヒービングラインの岸壁投下) 

商船三井フェリー株式会社 

（社長：尾本直俊、本社：東京都千代田区） 

実証船・船員提供、運航計画作成 

MOLマリン&エンジニアリング株式会社 

（社長：中島孝、本社：東京都港区） 

 自動避航操船・自動港内操船・      

自動離着桟のシミュレーション作成 

 

 
（イメージ）無人運航時の本船と機器画面 

 

(註 1)2020 年 6 月 15 日付プレスリリース「始動！自律化実現への実証航海～日本財団

と無人運航船の実証実験にかかる技術開発助成契約を締結～」をご参照ください。 

https://www.mol.co.jp/pr/2020/20036.html
https://www.mol.co.jp/pr/2020/20036.html


 

 

 

 

(註 2)2022 年 1 月 25 日付プレスリリース「世界初、商業運航コンテナ船の無人運航実

証実験に成功！」をご参照ください。  

 

 

https://www.mol.co.jp/pr/2022/22007.html
https://www.mol.co.jp/pr/2022/22007.html

